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【教育・技術・シーズの紹介】 

IoTと AIを用いた事例 

 リアルタイムに Webカメラから動画として読込み人間の骨格情報を算出して、体幹トレーニングの

位置ずれを音声と画面表示でアドバイスを行うことができる。これを実現するためには、前もって人間

の骨格情報をディープラーニングで学習しておく必要がある。リアルタイムに映像と骨格を表示するた

めに、GPUによる演算が必要になる。 

      

 

 また、スマホ（Andoroid®）を用いて、リアルタイムに 2

名が接続し、競い合いながらトレーニングしてモチベーショ

ンを維持して継続的にトレーニングできるスマホアプリで

ある。これを実現するためには、学習済骨格情報を利用し、

MQTTと呼ばれる IoTに使われる軽量化通信が必要になる。 

 このように、画像から人間の骨格抽出など様々な情報を

認識・加工することで、数々のアプリケーションを作成して

いくことができます。 

 


